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長野県木曽青峰高等学校

第１４回 蒼陵祭
         　第 14 回蒼陵祭が７月９日（土）・10 日（日）に行われました。
今年度もコロナ禍により本校生徒と、その家族および郡内の中学３年生の来場制限を設けて
の開催になりました。制限のある中での開催でありましたが生徒一人ひとり来校者のため、
また自分たちの文化祭を盛大にするために、展示・発表・販売・接客など、全力を注ぎました。

　今年の蒼陵祭は、昨年、一昨年の「コロナ禍での文化祭」

の経験を生かしつつ、全校生徒が一丸となって楽しむことに

できた、とてもよい文化祭だったと思います。コロナ禍の中、

どうしたら楽しく、かつ安全に文化祭が運営できるのかを、

文化祭実行委員会を中心に考えてもらいました。その甲斐

あって、多くの人の記憶に残る文化祭が開催できました。皆

さんのご協力に感謝します。

全日制：生徒会長
理数科３年　牛丸一真　木祖中卒

　今年の文化祭も、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観

点から、来場者の制限等の制約がありましたが、安全対策に

配慮した上でみなさんに楽しんでいただける文化祭を作り上

げることができました。定時制ではモザイクアートと文化ク

ラブの展示を行いました。モザイクアート制作は、皆が心を

一つに大きな作品を完成させるという貴重な経験でした。蒼

陵祭の全日程を、大きな事故等なく終えることができて本当

によかったと思います。

定時制：生徒会長
普通科４年　市川広宣　大桑中卒

蒼陵祭テーマ

「百花青放」
ひ　ゃ　っ　か　せ　い　ほ　う

青峰生の一人ひとりの個性や才能           

が一斉に開花した蒼陵祭を表す。

定時制製作 ： モザイクアート
アーチ 校内装飾

ステージバック模擬店ＰＲ垂れ幕 文化祭タオル ・ うちわ



　私は定時制文化祭実行委員長として、「一人一人の力を合

わせる。」という目標を密かに立てて準備を進めてきました。

結果、全日制定時制の全校生徒一人一人が協力し合った、素

晴らしい蒼陵祭になったと思います。昨年より少し規模の大

きくなった一般公開も非常に賑わい、大いに楽しむことがで

きました。閉祭式が終わった後の達成感は、一生の思い出で

す。ありがとうございました。

定時制：文化祭実行委員長
普通科４年　栗屋陽花　木曽町中卒

　今年の蒼陵祭のテーマは「百花青放」。「一人一人がその才

能や個性を開花させてほしい」という思いのこもったこの

テーマを胸に、私たちは活動してきました。スタッフ全員で

協力し、コロナ禍前の蒼陵祭に限りなく近い形で楽しめるよ

うに準備を重ねました。従前の形を取り戻しつつ新しい企画

を考え、「百花青放」にふさわしい、自分たちらしさに溢れ

た蒼陵祭を作り上げることができたと思います。ありがとう

ございました。

全日制：文化祭実行委員長
普通科３年　澤口杏南　開田中卒

クラスコンテスト クラスコンテスト文化祭テーマ曲演奏 サイリウム （有志参加）

前夜祭

後夜祭

一般公開

美術部

書道部

演劇部

食物部

ＰＴＡ販売 森林環境科

定時制インテリア科販売

ファイヤーストーム点火　部活対抗リレー 　クラス対抗リレー ダンス

中庭 ・ 模擬店

クラス展示

７月８日（金）

７月９日（土）・７月１０日（日）

７月１０日（日）


